
第１・２学年複式 算数科学習指導案
日 時：平成１８年１０月１１日（水）５校時

児 童：第１学年 女２名

第２学年 男２名 計４名

授業者：教諭 石橋 豊子

<<第１学年>>

１ 単元名 たしざん

２ 単元について

(1) 教材観

加法計算は、これまでに１位数＋１位数、１０

＋１位数などの計算で、いずれも繰り上がりのな

い計算の仕方を学習してきた。また、第８単元で

３口の数の加法について学習しており、本単元の

繰り上がりのある計算に、有効に働くものであ

る。

本単元では、１位数に１位数を足して繰り上が

りのある加法計算の方法について学習していく。

繰り上がりのある計算はこれが初めてであり、加

法計算の基礎として１年生の重要な内容である。

(2) 児童観

繰り上がりのない加法においては、２人とも立

式はできるものの念頭計算はまだ十分とはいえ

ない。

また、１０までの数の合成・分解はできるもの

の、まだ即答はできない。作業をするのにスピー

ドの差は見られるが２人とも計算は好きで、意欲

的に取り組んでいる。自力解決時には、絵だけに

頼り問題をよく読まずに進めてしまうことがあ

るので、まず読んでから問題に取り組ませるよう

にする必要がある。

レディネステストでは、繰り上がりのない加法

計算、１０＋１位数の加法計算ともに２人とも全

問正解であった。また、２０までの数の合成・分

解も全問正解であった。未習の繰り上がりのある

加法計算については、立式は２人ともできてい

た。１人は答えも正解であったが、もう１人の答

えは誤答であった。

(3) 指導観

本単元では、被加数・加数ともに１位数である

が、繰り上がるところを「１０といくつ」ととら

えさせることが大切になってくる。ブロック操作

を意識的に取り入れ、１０のまとまりをつくるこ

とに着目させていきたい。また、繰り上がりのあ

る加法計算は、加法計算の基礎となる内容なの

で、習熟を図るよう時間を確保し、カードによる

<<第２学年>>

１ 単元名 かけ算（１）

２ 単元について

(1) 教材観

第１学年では、「１０を６こ集めた数は６０で

ある」といったようなひとまとまりの数とまとま

りの個数からものの総数を求めるなどの具体的

な活動を通して、乗法の素地を学習してきた｡

本単元では、これらの経験をもとにしながら具

体物を用いた活動を通して、乗法の意味を理解

し､それを乗法の式に表したり、その式を読んだ

りすることをねらいとしている。

(2) 児童観

第１学年で学習した「１０のまとまり」を意識

することは、２人ともできている。算数の学習に

関するアンケートでは、２人とも算数が好き、と

答えている。本単元には、１年生の頃から興味を

もっており、意欲的に取り組む姿勢が見られる。

自力解決時には、ガイド学習を取り入れながら算

数リーダーが学習を進めている。分からなくなっ

たときでも、担任を頼らずに掲示物を見たり、ノ

ートを振り返ったりしながら２人でなんとか進

めようと意欲的に取り組んでいる。

レディネステストでは、５ずつまとめ、それが

いくつ分あるかという問題は正解だった。また、

イチゴの数を求める問題では、２人とも「１あた

りの数」と「いくつ分」に着目して加法で答えを

求めていた。数の系列についても２人とも正解だ

った。未習の問題については、かけ算の意味が分

からず、立式し答えを求めることはできなかった

が、かけ算九九の答えは２人とも正解だった。

(3) 指導観

本単元の第１小単元では、同じ大きさの数量を

「１つ分の大きさ」とし、それが「いくつ分」あ

るかで「全体の数量」を表すことを理解できるよ

うにしたい。第２小単元では、５・２の段の九九

を構成し、記憶・適用する。ここでは、九九の構

成や有用性に重点を置き、九九の記憶の指導のみ

に偏らないようにしたい。また、全体の大きさは



練習やゲーム遊びなどを取り入れ、定着を図って

いきたい。

本時では、前時までの加数分解の考え方をもと

にして、理解をより深めさせたい。また、自力解

決時にも支援できるよう、掲示の工夫もしていき

たい。

３ 単元の目標

○１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の

仕方を理解し、それを用いることができる。

【関心・意欲・態度】

・数の構成や１０に対する補数などの学習経験

を生かして、１位数どうしの繰り上がりのあ

る加法計算のしかたを進んで考えようとす

る。

【数学的な考え方】

・２０までの数の構成や１０に対する補数に着

目して計算のしかたを考える。

【表現・処理】

・１位数どうしの繰り上がりのある加法計算が

できる。

【知識・理解】

・１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の

しかたを理解する。

「１つ分の大きさ」の数を「いくつ分」の数だけ

累加すればよいことをつかませたい。第３小単元

では、３・４の段の九九を構成し、記憶・適用す

る。３・４の段の九九の構成は既習の累加を生か

しながら、乗数が１増えると積は被乗数の数だけ

増えることをアレイ図などを用いた具体的な操

作と結びつけて理解させるようにしたい。

本時では、前時までの考え方をもとに立式し、

答えを自力解決で求めさせたい。また、５人ずつ

増えていることに気付くように板書の仕方も工

夫したい。

３ 単元の目標

○乗法の意味について理解し、それを用いること

ができる。

【関心・意欲・態度】

・乗法のよさについて気づき、ものの全体の個

数をとらえるときに進んで乗法を用いよう

とする｡

【数学的な考え方】

・乗法九九が用いられている場合について、

「１つ分の大きさ」「いくつ分」をとらえて

全体の個数の求め方について考える｡

【表現・処理】

・乗法が用いられる場合を具体物や式で表すこ

とができる｡

・乗法九九（５，２，３，４，の段）を構成し、

確実に唱えることができる。

【知識･理解】

・乗法が用いられる場合を理解する｡

・乗法九九（５，２，３，４，の段）の構成の

しかたを理解する｡



４ 単元の指導・評価計画

(1) 第１学年「たしざん」（１１時間扱い）

小

単

元

時 学 習 活 動 評 価 規 準 関 考 表 知

１

・

２

・場面を読み取り、立式をする。

・９＋４の計算のしかたを考える。

・加数分解による計算方法をまとめる。

・被加数が９の場合の計算に取り組み、

理解を深める。

・繰り上がりのあるたし算のしかたに

ついて、１０のまとまりに着目して考

えている。

・加数分解による計算ができる。

・加数分解による計算のしかたを理解

している。

○

○

○

①

９

＋

４

の

け

い

さ

ん

３

・

４

本

時

・被加数が８の場合の計算のしかたを

考える。

・被加数が７の場合の計算のしかたを

考える。

・加数分解による計算方法について理

解を深める。

・計算練習に取り組む。

・加数分解による計算が確実にできる。

・被加数が８，７の場合でも、１０の

まとまりをつくればよいことを理解

している。

○

○

②

３

＋

９

の

け

い

さ

ん

１

・

２

・場面を読み取り、立式する。

・３＋９の計算のしかたを考える。

・被加数を分解して計算する方法につ

いても理解する。

・計算練習に取り組む。

・文章題を解決する。

・被加数、加数の大小に着目しながら、

１０のまとまりをつくることを考え

ている。

・被加数分解による計算のしかたを理

解している。

○

○

③

か

あ

ど

れ

ん

し

ゅ

う

１
～
５

・計算カードを用いたいろいろな活動

を通して、繰り上がりのある１位数

どうしの加法計算の練習をする。

・計算カードを使った練習に取り組も

うとしている。

・繰り上がりのある１位数どうしの

加法計算が確実にできる。

○

○



(2) 第２学年「かけ算（１）」（２２時間扱い）

小

単

元

時 学 習 活 動 評 価 規 準 関 考 表 知

１

・

２

・絵を見て、それぞれの乗り物に

乗っている子どもの人数を調べる。

・総数が同じでも１台に同じ人数ずつ

乗っているものといないものがある

ことや、同じ人数ずつ乗っている場

合でも、１台に乗っている人数が違

うことから、「１つぶんの大きさ」と

「いくつ分」をとらえる。

・数量を「単位とする大きさ」の

「いくつ分」ととらえることができる。

○

３

・

４

・６×３＝１８の式の意味を理解する。

・用語「かけ算」を知る。

・乗法の場面を式に表す。

・乗法の場面としてとらえることがで

きる場面を乗法の式に表したり、式

を読んだりすることができる。

・数量の関係を「単位とする大きさ」

の「いくつ分」ととらえ、それを簡

潔に表したものが乗法の式であるこ

とを理解している。

○

○

５ ・乗法の式から、その場面をおはじき

で表す。

・並んだおはじきを乗法の場面として

とらえ、乗法の式に表す。

・乗法の場面ととらえられる場面を式

に表したり、乗法の式から場面を表

現することができる。

○

６ ・場面をとらえ、立式や答えの求め方に

ついて考える。

・乗法の答えは、被乗数を乗数の数だけ

累加して求められることを理解する。

・乗法の答えを被乗数を乗数の数だけ

累加する方法で求めることができ

る。

○

①

か

け

算

７ ・［やってみよう］乗法の場面としてと

らえることができる身の回りの場面

を探し、乗法の式に表す。

・学習内容を適切に活用して、活動に

取り組もうとしている。

○

１

本

時

・１台の車に５人ずつ乗っているとき

の１～４台分の人数を求める。

・累加や５とび、アレイ図などを用い

て５の段の九九を構成する。

・５の段の九九の構成のしかたを理解

している。

○

２

・

３

・用語「九九」を知り、５の段の九九

を唱え、カードなどを使って練習を

する。

・５の段の九九の答えは５ずつ増えて

いることを確認する。

・５の段の九九を用いて問題を解決す

る。

・５の段の九九を唱えることができ、

それを用いて身の回りの問題を解決

することができる。

○

４ ・１台の自転車に２人ずつ乗っている

ときの１～５台分の人数を求める。

・累加や２とび、アレイ図などを用い

て２の段の九九を構成する。

・５の段の九九と同じ考えを用いて２

の段の構成を考えている。

・２の段の九九の構成のしかたを理解

している。

○

○

②

５

の

だ

ん

・

２

の

だ

ん

の

九

九

５

・

６

・２の段の九九を唱え、カードなどを

使って練習をする。

・２の段の九九の答えは２ずつ増えて

いることを確認する。

・２の段の九九を用いて問題を解決す

る。

・２の段の九九を唱えることができ、

それを用いて身の回りの問題を解決

することができる。

○



１ ・１台のコーヒーカップに３人ずつ乗

っているときの１～４台分の人数を

求める。

・３×４の答えにいくつたせば３×５

になるかを考える。

・３×５の積に３をたせば３×６の積

になることを活用して、３の段の九

九を構成する。

・用語「かけられる数」「かける数」を

知る。

・乗法について成り立つ性質を用いて、

九九の構成のしかたについて考えて

いる。

○

２

・

３

・３の段の九九を唱え、カードなどを

使って練習をする。

・３の段の九九の答えは、乗数が１増

えると３増えることを確認する。

・３の段の九九を用いて問題を解決す

る。

・３の段の九九を唱えることができ、

それを用いて身の回りの問題を解決

することができる。

○

４ ・１台のジェットコースターに４人ず

つ乗っているときの１～５台分の人

数を求める。

・４×３のかける数が１増えると答え

はいくつ増えているか確かめる。

・４の段では、かける数が１増えると

答えが４増えることを活用して、４

の段の九九を構成する。

・乗法について成り立つ性質を用いて、

九九の構成のしかたについて考えて

いる。

○

５

・

６

・４の段の九九を唱え、カードなどを

使って練習をする。

・４の段の九九の答えは、乗数が１増

えると４増えることを確認する。

・４の段の九九を用いて問題を解決す

る。

・４の段の九九を唱えることができ、

それを用いて身の回りの問題を解決

することができる。

○

③

３

の

だ

ん

・

４

の

だ

ん

の

九

九

７ ・絵を見て、２×４の式で表すことが

できる場面を探す。

・絵を見て、乗法の式にあらわすこと

ができる場面を探し、式に表す。

・乗法を用いる場面をとらえたり、言

葉や式で表現したりしようとしてい

る。

・乗法の場面としてとらえることがで

きる場面を見つけ、式に表したり、

乗法の式を読んだりすることを通し

て、乗法の式の意味について考えて

いる。

○

○

１ ・「力をつけよう」に取り組む。 ・学習内容を正しく用いて、問題を解

決することができる。

○④

ま

と

め

２ ・「たしかめよう」に取り組む。 ・基本的な学習内容について理解して

いる。

○



５ 本時の指導

(1) 目標

加数を分解して計算する方法を理解する。

(2) 具体の評価規準

５ 本時の指導

(1) 目標

乗法の答えは被乗数を乗数の数だけ累加して

求められることを理解する。

(2) 具体の評価規準

評価規準 具体の評価規準 評価規準 具体の評価規準

B 自分なりの方法で加数を分解

し、１０のまとまりをつくること

ができる。

B ５ずつ増えていくことに着目

し、自分なりの方法で全体の数

を求めることができる。

A 加数を分解して、１０のまとま

りをつくり、言葉で説明すること

ができる。

A ５ずつ増えていくことに着目

し全体の数を求め、その求め方

を説明することができる。

【知】

被加数を

10 にするた

めに加数を分

解することが

できる。

支

援

の

手

立

て

ブロックを操作させながら 10

のまとまりをつくれるように支

援する。

【知】

乗法の答え

を５ずつ累加

する方法で求

めることがで

きる。

支

援

の

手

立

て

図や半具体物などを使って５

のまとまりを作り、４つ分で答

えがいくつになるか考えさせ

る｡

(3) 本時の指導にあたって

導入の段階で、2 年生に直接指導するため、1

年生はプリントを使って既習の問題に取り組む。

このプリントは、本時の学習につなげるための 10

のまとまりを作る問題である。答え合わせまでを

算数リーダーに進めさせるので、指示を明確にし

ておきたい。

「やってみる」の段階では、一人で考えていか

なければならないので、前時の学習を想起できる

ように加数分解の仕方を書いた掲示物を貼って

おくなどして、支援を行っていきたい。早く終わ

ることも考えられるので、その時に何をするのか

指示を明確にしておきたい。

(3) 本時の指導にあたって

導入では、まず問題を把握するところから入

る。そこで 1つ分の大きさといくつ分をおさえ、

かけ算が適用できることをつかませる。そして、

その人数を求める課題であることを把握させた

い。

「みとおす」の段階では、ノートや掲示など

を確認しながら 1台分の求め方を確認する。

それをもとに、「やってみる」の段階では 4台

分で何人になるか考えさせたい。一人でも考え

られるようにおたすけコーナーを設け、図や半

具体物を置くなどして、「５×４」の答えが出せ

るような支援を行っていきたい。



(4) 展開

段

階

(・)支援

(○)個への配慮

(＊)評価

学習活動 学習活動

(・)支援

(○)個への配慮

(＊)評価

段

階

１ 問題を把握す

る。

１台に５人ずつ

のっている自ど

う車が、４台あり

ます。

自どう車にのっ

ている人は、みん

なで何人ですか。

２ 課題把握

じどう車にのっ

ている人のかず

をしらべよう。

・立式する

・問題文を読み、本

時の課題につなげ

る。

・１つ分の大きさが

「５人」で、それ

が「４つ分」ある

ことをおさえる。

つ

か

む

５

分

ひ

ろ

げ

る

７

分

・プリントの問題に

取り組ませ、前時

の復習をさせる。

１ 前時の復習

・答え合わせをす

る。

（算数リーダーが進め

る）

３ 解決の見通し

(1)１台分の求め方

を確認する。

(2)４台分を求める

方法を考える。

・具体物で

・図で

・たし算の式で

・前時までの学習を

想起させる。

み

と

お

す

２

分

つ

か

む

５

分

・ブロックやさくら

んぼ計算を使っ

て、１０のつくり

かたを説明させ

る。

２ 前時の学習内容

を確認する。

３ 課題把握

７＋６のけいさん

のしかたをかんが

えよう。

み

と

お

す

４

分

・８＋３の計算のし

かたを思い起こさ

せる。

４ 解決の見通し

４ 自力解決

①「５人の４台分」

で「５×４＝

２０」

②図を書き、５・

１０・１５・

２０と５とびに

数える。

③５＋５＋５＋５

＝２０と計算す

る。

○おはじきや図を準

備しておく。

・自分の考えを説明

できるようにさせ

る。

○１つの方法ででき

たら、別の方法も

考えさせる。

や

っ

て

み

る

９

分



５ 発表する

・４台分の時の答

えを確認する。

＊答えが５ずつ

増えていくこ

とが分かり、

５ずつ累加す

る方法で答え

を求めること

ができる。

(ノート、発表)

た

し

か

め

る

８

分

や

っ

て

み

る

12

分

・早く終わったら言

葉の説明も考えさ

せる。

○ブロックを操作

し、１０のつくり

かたを考えさせ

る。

５ 自力解決

①ブロック

②おはじき

③さくらんぼ計算

７ まとめる

・４台分の人数の

求め方をまとめ

る。

５×４の答えは、

５＋５＋５＋５

の計算で求める

ことができます。

・児童の考えをもと

にしながら教師が

まとめる。

ま

と

め

る

４

分

た

し

か

め

る

10

分

＊１０のまとま

りをつくって

計算すること

ができる。

（ノート、発表）

６ 発表する

ま

と

め

る

７

分

・ブロックを操作し

ながらまとめる。

７ まとめる

①７に３をたして

１０

②１０と３で１３

７＋６

１０ ③ ③

８ 振り返る

・感想を発表する。

８ 練習問題をする

（算数ﾘー ﾀ゙ ｰが進める）

・５×９までの答

えを出してみ

る。

・５×９までの答

えを確認する。

９ 振り返る

・感想を発表する。

ひ

ろ

げ

る

17

分



(5) 板書計画

７＋６のけいさんのしかたをかんがえよう。

７＋６

児童の考え

まとめ

７に３をたして１０．

１０と３で１３．

問 題 課 題

自動車の絵 まとめ

式 ５×４

児童の考え

５×１＝５ （１台分）

５×２＝１０ ５＋５＝１０（２台分）

５×３＝１５ （３台分）

５×４＝２０ （４台分）

・ ・

・ ・

５×９＝４５ （９台分）


